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令和３年度　一般会計補正予算

総額１２8億3，191万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

1

1億5，898万円

550万円

可決

八津田小学校
建設事業

2

1，45０万円
※新校舎への備品等の移送やネットワーク
　環境整備に関する費用です。

子育て世帯
臨時特別給付金給付事業

4

１億３，１４７万円
※18歳以下の子どもに支給する子育て世帯
　臨時特別給付金に関する費用です。

３億8，577万円を追加し

一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算
可決

追加し
（第8号・第9号）

緊急自然災害防止
対策事業

3

※大雨の際、危険な状態になる湊地区
　の水路を改良するための費用です。

主 な 補 正 予 算
※３回目の新型コ
ロナウイルスワ
クチン接種に関
する人件費や委
託料などの費用
です。

2



3

議
案
質
疑

ん
な
が
ネ
ッ
ト
を
使
え
、
高
速

通
信
に
耐
え
得
る
よ
う
な
配
線

を
し
て
、
校
舎
内
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

が
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

池
亀
議
員

子
育
て
世
帯
の
給
付
金
に
つ

い
て
は
小
中
学
生
へ
は
児
童
手

当
の
シ
ス
テ
ム
で
給
付
し
、
高

校
生
に
つ
い
て
は
申
込
み
と
い

う
こ
と
だ
が
町
の
対
応
は
。

　
　
𠮷
川
子
育
て
・
健
康
支
援
課
長

小
中
学
生
は
年
内
に
プ
ッ

シ
ュ
型
、
能
動
的
に
支
給
を
考

え
て
い
ま
す
。高
校
生
は
以
前
、

給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
の

で
、そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、

で
き
る
だ
け
プ
ッ
シ
ュ
型
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　
　
工
藤
議
員

八
津
田
小
学
校
の
建
設
工
事

費
１
４
５
０
万
円
の
説
明
を
。

　
　
野
正
学
校
教
育
課
長

内
訳
で
す
が
、
現
在
の
校
舎

か
ら
新
校
舎
へ
の
一
般
備
品
の

移
送
費
３
５
０
万
円
、
給
食
室

の
厨
房
機
器
の
移
送
業
務
と

し
て
１
０
０
万
円
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

関
係
と
し
て
１
千
万
円
で
す
。

　
　

塩
田
議
員

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
は
校
舎
内
ど

こ
で
も
使
え
る
の
か
。

　
　

野
正
学
校
教
育
課
長

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
児
童
み

問答問答

議ぎ 
案あ

ん 

質し
つ 

疑ぎ

議
案
第
62
号

議
案
第
70
号

令
和
３
年
度
築
上
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

に
つ
い
て

令
和
３
年
度
築
上
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

に
つ
い
て

※一般質問は質問者が編集しています。



一
般
質
問

4

　

３
月
定
例
会
に
て
可
決
さ

れ
た
「
図
書
館
整
備
事
業
７
５

０
万
円
」
の
予
算
執
行
状
況
、

今
後
の
見
通
し
と
現
在
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

新
川
町
長

築
城
支
所
利
活
用
検
討
委
員

会
の
議
論
で
は
、
よ
う
や
く
図

書
館
と
い
う
形
の
中
で
、
２
階

部
分
を
学
習
室
や
美
術
・
ア
ー

ト
の
展
示
関
係
を
や
っ
て
い
こ

問答

一い
っ 
般ぱ

ん 

質し
つ 

問も
ん

う
と
話
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら

耐
久
力
調
査
等
を
や
っ
て
、
も

し
耐
久
力
が
な
け
れ
ば
補
強
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
そ
の
調
査
に
よ
う
や
く
取

り
か
か
れ
る
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
図
書
館
整
備
事
業
の

予
算
は
今
年
度
中
に
執
行
の
め

ど
が
立
つ
の
か
。
早
く
図
書
館

を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住

民
の
声
が
あ
る
が
。

　
　

古
市
生
涯
学
習
課
長

築
城
支
所
の
構
造
や
、今
後
、

図
書
館
を
設
置
す
る
上
で
の
建

築
基
準
法
・
消
防
法
の
基
準
等

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
合
う
計

算
を
し
た
後
に
基
本
設
計
等

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度

の
予
算
に
つ
い
て
は
、
躯
体
部

分
・
構
造
部
分
の
調
査
に
入
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
の
定
例
会
に
て
可
決

さ
れ
た
「
社
会
福
祉
施
設
整
備

問答問

事
業
３
４
８
１
万
５
千
円
」
の

実
施
計
画
ま
で
を
含
む
予
算
執

行
状
況
、
今
後
の
見
通
し
と
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

新
川
町
長

こ
れ
は
風
呂
と
調
理
室
と
い

う
形
で
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
築
城
支
所
に
つ
く
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
で
、

今
の
社
協
の
事
務
所
周
辺
、
も

し
く
は
事
務
所
を
改
造
し
て
、

実
務
を
委
託
し
て
い
る
社
協
と

協
議
し
な
が
ら
決
定
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
予
算
が
今
年

度
中
に
消
化
で
き
な
い
と
い
う

形
に
な
れ
ば
、
流
し
て
再
度
、

新
年
度
の
予
算
に
す
る
か
、
そ

れ
と
も
繰
越
事
業
で
扱
っ
て
い

く
か
、
そ
こ
は
ま
だ
決
め
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
い
つ
か
ら
開
始
す
る
予
定
か
。

　
　
𠮷
川
子
育
て
・
健
康
支
援
課
長

18
歳
以
上
で
２
回
目
の
接
種

完
了
か
ら
お
お
む
ね
８
か
月
以

答問答

上
経
過
し
た
方
を
対
象
と
し
た

３
回
目
接
種
と
、
５
歳
か
ら
11

歳
の
お
子
さ
ん
の
１
回
目
・
２

回
目
の
小
児
接
種
が
実
施
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
広
報
12
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
11
月
末
か
ら

順
次
２
回
接
種
完
了
し
た
方

に
、
３
回
目
接
種
の
該
当
時
期

に
合
わ
せ
て
接
種
券
を
発
送
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
回
目

接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

に
つ
き
ま
し
て
、
一
部
異
な
る

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
「
混
合
接

種
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
回
の
集
団
接
種
で
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
モ
デ
ル
ナ
社
の
薬
事
承

認
が
下
り
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

３
回
目
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と

モ
デ
ル
ナ
社
製
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
扱
い
が
そ
れ

ぞ
れ
全
く
違
い
ま
す
の
で
、
接

種
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
細
心

の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
５
歳
か
ら

11
歳
の
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
で
す

が
、
薬
事
承
認
に
至
り
ま
し
た

ら
、
子
ど
も
用
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
を
使
用
い
た
し
ま
す
。

　

以
前
の
一
般
質
問
で
町
長

は
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

「
田
川
郡
は
全
域
で
手
話
言
語

条
例
を
制
定
し
て
い
る
の
で
、

築
上
郡
全
体
の
町
長
会
で
議
論

を
提
案
す
る
」
と
答
弁
し
て
い

た
だ
い
た
が
町
長
会
で
の
議
論

は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　

新
川
町
長

ま
だ
全
然
触
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

種
子
保
険
福
祉
課
長

  

手
話
を
初
め
と
し
て
、
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
手
話
・
要
約
筆
記
・
絵
文

字
な
ど
そ
う
い
っ
た
も
の
を
啓

発
し
、
普
及
す
る
こ
と
で
様
々

な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
、
社
会
参
加
や
日

常
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
有

意
義
な
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の

辺
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答答

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
業
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

北
代
　
恵
議
員

図
書
館
整
備
事
業
・
社
会
福

祉
施
設
整
備
事
業
及
び
築

城
支
所
利
活
用
に
つ
い
て
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一
般
質
問

　

当
該
農
地
に
大
量
の
工
事

残
土
が
持
ち
込
ま
れ
る
様
子
を

児
童
館
か
ら
目
撃
し
た
の
は
、

平
成
29
年
３
月
４
日
。
３
月
８

日
に
ま
も
る
会
が
椎
田
干
拓
土

地
改
良
区
役
員
会
に
来
訪
し
同

農
地
を
町
か
ら
借
り
、
農
地
一

時
転
用
申
請
す
る
の
で
改
良
区

に
水
利
承
諾
書
発
行
を
申
入
れ

た
。
既
に
建
設
残
土
が
持
ち
込

ま
れ
、
な
ぜ
か
同
時
点
で
田
の

表
土
（
耕
作
に
必
要
な
土
）
が

持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。
改
良
区

事
務
局
長
が
「
当
該
農
地
は
既

に
造
成
さ
れ
表
土
も
な
く
農
地

と
い
え
な
い
が
、
ど
う
農
地
に

戻
す
の
か
」
と
質
問
。
ま
も
る

問

県
担
当
も
現
地
確
認
で
申
請
に

指
摘
は
な
か
っ
た
。「
理
由
書
」

は
当
時
の
椎
田
土
地
改
良
区
理

事
長
に
口
頭
で
、
意
見
書
の
提

出
願
い
を
し
「
そ
の
よ
う
な
意

見
書
を
過
去
に
提
出
し
た
前
例

が
な
い
の
で
提
出
し
な
い
」
と

の
返
答
で
し
た
。

　

契
約
内
容
変
更
の
際
は
、

財
務
規
則
に
変
更
契
約
書
を
作

成
・
提
出
と
あ
る
。
要
求
水
準

書
に
バ
ツ
で
削
除
し
た
雨
水
排

水
再
利
用
設
備
は
小
規
模
で
も

２
千
万
円
近
く
に
な
る
。
庁
舎

に
同
設
備
を
配
置
す
れ
ば
、
数

千
万
円
に
な
る
設
備
が
削
除
さ

れ
て
い
る
。
契
約
金
額
減
額
の

変
更
契
約
書
が
必
要
だ
が
、
同

契
約
書
が
な
い
。
必
要
な
い
数

千
万
円
が
受
注
業
者
に
支
払
わ

れ
て
い
な
い
か
。

　
　
椎
野
企
画
財
政
課
長

要
求
水
準
書
変
更
は
減
額
要

素
と
増
額
も
あ
り
相
殺
で
契
約

変
更
し
金
額
変
更
は
な
し
で
す
。

問答

　
　
新
川
町
長

  

わ
け
の
分
か
ら
な
い
質
問
だ

が
私
ど
も
は
適
法
。
町
買
収
地

は
農
業
公
園
用
地
で
農
地
で
な

い
。
県
に
相
談
し
担
当
課
が
手

続
。
表
土
が
あ
れ
ば
軟
弱
な
地

盤
に
な
る
の
で
工
事
の
際
、
表

土
を
持
ち
出
す
石
・
礫
混
じ
り

の
土
を
入
れ
、
真
砂
を
入
れ
農

業
公
園
の
一
部
造
成
と
な
る
。

因
縁
を
吹
っ
か
け
ら
れ
て
も
心

外
で
す
。

　
「
因
縁
」
な
ら
ば
調
査
を

求
め
る
。
町
長
は
「
我
々
は
正

し
い
」
と
言
う
だ
け
で
、
虚
偽

公
文
書
は
ス
ッ
飛
ば
し
て
答

弁
。
コ
の
字
の
穴
の
掘
削
は
何

の
目
的
の
公
共
工
事
か
。

　
　
新
川
町
長

穴
を
掘
っ
て
ど
う
し
た
か
は

航
空
写
真
と
一
致
し
な
い
か
分

か
ら
な
い
が
、
目
く
じ
ら
を
立

て
る
こ
と
で
は
な
い
。
過
激
な

発
言
は
よ
し
た
ほ
う
が
い
い
。

　
　
鍛
治
産
業
課
長

九
電
工
に
建
設
発
生
土
搬
入

を
許
可
し
た
の
で
申
請
時
点
で

埋
め
立
て
て
い
て
も
問
題
な
い
。

答問答答

農
業
公
園
建
設
用
地
の
町
決
裁

書
。
平
成
29
年
４
月
３
日
付
。

疑
義
は
町
が
田
を
収
用
し
農
業

公
園
用
地
建
設
事
業
を
「
計
画

中
」
と
明
記
。「
計
画
中
」
と

は
４
月
３
日
時
点
で
は
造
成
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。
町
長
・
副

町
長
・
課
長
・
係
長
の
押
印
で

組
織
的
作
成
の
偽
造
公
文
書
の

可
能
性
。
３
枚
目
が
、
今
富
産

業
課
長
名
課
長
印
の「
理
由
書
」

平
成
29
年
５
月
１
日
付
。「
理

由
書
」
は
、
農
地
法
施
行
規
則

第
30
条
に
基
づ
き
、
椎
田
干
拓

土
地
改
良
区
に
「
意
見
書
」
を

求
め
て
も
回
答
が
得
ら
れ
な
い

場
合
に
特
例
と
し
て
県
知
事
に

提
出
す
る
書
類
。「
意
見
書
」

は
農
地
転
用
が
改
良
区
の
権
利

を
侵
害
し
な
い
か
を
確
認
す
る

書
類
。
私
は
当
時
の
改
良
区
理

事
長
に
意
見
書
を
求
め
ら
れ
た

か
尋
ね
た
が
「
意
見
書
は
求
め

ら
れ
て
も
い
な
い
し
、
そ
ん
な

話
は
誰
も
聞
い
て
い
な
い
」
と

の
こ
と
。
今
富
課
長
印
の
あ
る

理
由
書
の
「
意
見
を
得
ら
れ
な

い
理
由
」
は
事
実
と
異
な
り
デ

タ
ラ
メ
。

会
は
回
答
で
き
ず
「
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
す
る
」
と
の
こ
と

で
改
良
区
は
や
む
を
得
ず
、
３

月
12
日
付
で
水
利
承
諾
書
を
発

行
。
最
終
的
に
元
の
農
地
に
は

戻
さ
れ
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

な
ど
が
埋
ま
り
、
そ
の
上
に
薄

く
土
を
か
け
て
整
地
し
た
だ
け

の
現
状
。
更
に
町
農
地
が
コ
の

字
型
に
掘
削
さ
れ
、
無
残
な
姿

で
今
日
に
至
る
。
以
上
が
疑
問

の
発
端
。
福
岡
県
に
農
地
一
時

転
用
関
係
書
類
を
情
報
開
示
請

求
。
３
枚
の
虚
偽
公
文
書
作
成

の
疑
義
を
持
つ
。
１
枚
目
が
県

知
事
提
出
の
農
地
法
第
５
条
規

定
に
よ
る
許
可
申
請
書
平
成
29

年
３
月
14
日
付
。
疑
義
は
４
か

所
。
①
こ
の
農
地
で
大
豆
を
１

１
０
キ
ロ
耕
作
し
た
と
記
し
て

い
る
が
大
豆
が
耕
作
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
。
②
地
目
に
「
畑
」

と
明
記
し
て
い
る
が
「
田
」。

③
申
請
日
３
月
14
日
時
点
、
当

該
農
地
は
既
に
建
設
残
土
で
造

成
済
み
だ
が
、
埋
立
前
の
農
地

図
面
が
添
付
。
④
埋
立
て
の
造

成
工
事
に
使
わ
れ
た
の
は
建
設

残
土
。
し
か
し
、
工
事
計
画
書

に
真
砂
土
で
造
成
す
る
と
書
か

れ
事
実
と
異
な
る
。
２
枚
目
は

２
筆
の
町
の
農
地
に
つ

い
て 宗

　
晶
子
議
員

新
庁
舎
建
設
事
業
は
要
求
水

準
書
を
満
た
し
て
い
る
か
︒
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町
内
全
て
の
中
学
校
区
に
お
い

て
、
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
も
基
地
対
策
委
員
の
一

員
と
し
て
、
国
に
強
く
要
望
し

て
い
る
が
、
築
城
基
地
と
共
存

共
栄
の
築
上
町
と
し
て
の
考
え

方
は
。

　
　

新
川
町
長

基
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
絶
対
に
肯
定
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

基
地
が
あ
る
た
め
に
、
や
は
り

迷
惑
も
被
っ
て
い
ま
す
。
基
地

周
辺
の
環
境
整
備
と
し
て
、
財

政
支
援
・
住
民
の
生
活
環
境
の

整
備
を
国
が
理
解
を
示
す
こ
と

が
共
存
共
栄
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
告
示
日
以
降
（
平
成
４

年
以
降
）
に
建
っ
た
家
に
も
防

音
工
事
の
対
象
に
な
る
こ
と
を

全
国
の
問
題
と
し
て
要
望
し
続

け
て
い
ま
す
。

問答

る
と
こ
ろ
で
す
。

20
歳
か
ら
30
歳
の
末
期
が

ん
患
者
さ
ん
向
け
に
ど
の
よ
う

な
支
援
体
制
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

種
子
保
険
福
祉
課
長

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
と
言
わ
れ
る
方

に
対
す
る
介
護
・
末
期
が
ん
を

患
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
の
支

援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

年
度
か
ら
実
施
に
向
け
て
、
調

整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
=
思
春
期
・
若

年
成
人
の
こ
と
。
主
に
15
歳
~

30
歳
代
ま
で
の
世
代
を
指
す
。

　

小
中
一
貫
校
の
申
請
時
の

各
学
校
の
将
来
構
想
と
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

久
保
教
育
長

将
来
的
に
、
９
年
間
の
一
貫

し
た
学
習
や
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

は
そ
ち
ら
の
課
と
連
携
を
と

り
、
迅
速
に
対
応
し
、
極
力
移

動
す
る
こ
と
な
く
待
た
せ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
現
状
の

取
組
は
。

　
　

種
子
保
険
福
祉
課
長

成
年
後
見
制
度
は
、
今
後
ま

す
ま
す
権
利
擁
護
の
立
場
か
ら

重
要
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
包
括
支
援
係
を
は

じ
め
福
祉
課
全
体
で
相
談
対
応

を
行
う
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
等

の
配
付
を
窓
口
で
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
裁
判
所
か
ら
も
中
核

機
関
の
設
置
に
向
け
て
の
働
き

か
け
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
中
核
機
関
の
設
置
に
向
け

た
協
議
を
築
上
町
・
豊
前
市
・

吉
富
町
・
上
毛
町
の
１
市
３
町

で
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
だ
具
体
的
な
内
容
に

は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
核

機
関
を
各
自
治
体
に
設
け
る

か
、
合
同
で
行
う
か
も
含
め
た

と
こ
ろ
で
、
検
討
を
行
っ
て
い

問答

割
は
、
重
要
度
を
増
し
て
い
ま

す
。
公
民
館
の
機
能
と
し
て
、

集
う
場
所
・
学
ぶ
場
所
・
結
ぶ

場
所
を
基
本
に
考
え
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

お
く
や
み
窓
口
・
弱
者
対

応
型
の
相
談
窓
口
（
訪
問
）
に

つ
い
て
、
本
町
で
の
死
亡
時
の

手
続
に
関
し
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
の

か
。

　
　

武
道
住
民
生
活
課
長

お
悔
や
み
関
係
の
各
種
届
出

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
現

在
は
一
括
し
て
総
合
窓
口
係
で

行
っ
て
い
ま
す
。

お
悔
や
み
関
係
の
各
種
届
に

は
、
ま
ず
死
亡
届
等
が
出
た
と

き
、
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は

御
遺
族
に
事
前
に
確
認
で
き
る

一
覧
表
を
渡
し
て
い
ま
す
。
次

に
来
庁
す
る
と
き
は
、
総
合
窓

口
係
で
で
き
る
手
続
、
年
金
・

保
険
・
福
祉
・
税
の
関
係
を
全

て
行
い
ま
す
が
、
な
お
か
つ
他

課
で
必
要
な
手
続
が
あ
る
場
合

問答

　

公
民
館
活
動
の
活
性
化
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

12
月
の
広
報
に「
き
ず
き
愛
」

で
住
み
や
す
い
元
気
な
町
に
す

る
た
め
に
、
地
域
で
の
支
え
合

い
、
助
け
合
い
を
広
め
る
。
高

齢
者
の
通
う
場
を
つ
く
る
と
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
の

公
民
館
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　

古
市
生
涯
学
習
課
長

「
き
ず
き
愛
」
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
、
公
民
館
に
課
せ
ら
れ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役

問答

基
地
対
策
に
つ
い
て

学
校
関
係
に
つ
い
て

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り 鞘
野
　
希
昭
議
員
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有
害
鳥
獣
で
あ
る
イ
ノ
シ

シ
・
鹿
を
最
近
特
に
多
く
見
か

け
る
。
危
険
な
目
に
遭
遇
し
た

住
民
も
多
く
い
る
と
思
う
。
こ

の
状
況
を
少
し
で
も
解
消
す
る

た
め
に
駆
除
す
る
し
か
な
い
と

思
う
が
、
駆
除
員
の
方
も
高
齢

化
し
て
、
減
っ
て
き
て
い
る
と

聞
く
。
捕
獲
数
は
年
間
ど
れ
く

ら
い
な
の
か
。

　
　

鍛
治
産
業
課
長

現
在
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
に
よ
る

被
害
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
捕
獲
事

業
な
ど
実
施
を
し
て
い
ま
す

が
、
被
害
が
減
少
し
な
い
状
況

で
す
。
捕
獲
で
す
が
、
銃
器
と

問答

わ
な
が
ご
ざ
い
ま
す
。
人
材
の

高
齢
化
が
進
み
、
減
少
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

捕
獲
数
の
状
況
は
３
年
平
均

で
イ
ノ
シ
シ
３
０
０
頭
・
鹿
５

０
０
頭
で
す
。

今
後
も
で
き
る
限
り
、
捕
獲

従
事
者
の
増
員
等
を
図
り
な
が

ら
捕
獲
強
化
し
て
い
き
地
道
に

活
動
し
て
い
く
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
や
網
は
駆
除
に
は

な
ら
ず
、
銃
器
や
わ
な
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
捕
獲
従
事

者
も
減
っ
て
い
る
中
、
町
は
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
く
の
か
。
他
県
で
は
有
害
鳥

獣
が
減
少
し
て
い
る
と
聞
く
が
。

　
　
新
川
町
長

イ
ノ
シ
シ
・
鹿
の
被
害
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
温
暖

化
の
せ
い
か
な
と
思
い
ま
す

が
。
最
近
の
鹿
等
は
頭
が
よ
く

な
り
、
銃
器
等
の
使
え
な
い
所

に
出
没
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
一
つ
の
原
因
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

駆
除
方
法
で
す
が
、３
県（
福

岡
県
・
大
分
県
・
熊
本
県
）
合

問答

同
や
国
も
一
緒
に
や
ろ
う
と
期

日
を
決
め
て
や
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
減
ら
な
い
状
況

で
す
。
今
後
と
も
一
緒
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
多
く
の
ハ
ト

が
飛
来
し
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
等
に

糞
や
尿
を
し
て
大
迷
惑
し
て
い

る
が
、
町
の
対
策
は
。

　
　
首
藤
都
市
政
策
課
長

ハ
ト
に
よ
る
被
害
は
、
年
々

増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
町
と

し
て
は
入
居
者
の
皆
様
に
小
ま

め
な
清
掃
等
を
行
っ
て
頂
き
、

環
境
衛
生
等
を
努
め
て
も
ら
う

よ
う
に
御
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
う
が
、
現
地
に
出
向
き
し
っ

か
り
確
認
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　
新
川
町
長

ハ
ト
は
、
新
庁
舎
に
も
居
つ

い
て
い
ま
す
。
庁
舎
の
方
も
対

問答問答

策
を
講
じ
、
ネ
ッ
ト
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
と
げ
な
ど
を
立
て
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
成
功
す
れ

ば
、
そ
れ
を
住
宅
に
も
準
備
さ

せ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
カ
ラ
ス
・
ハ
ト
の
駆
除

は
有
害
鳥
獣
と
い
う
こ
と
で
、

産
業
課
で
も
駆
除
を
や
っ
て
い

ま
す
。

　

野
良
猫
に
餌
を
や
っ
て
い

る
人
が
い
る
た
め
、
そ
こ
に
住

み
着
い
て
し
ま
っ
て
ハ
ト
と
同

様
、
糞
や
尿
の
臭
い
で
ア
レ
ル

ギ
ー
を
も
っ
た
方
な
ど
は
嫌
な

思
い
を
し
て
い
る
が
。

問

　
　
首
藤
都
市
政
策
課
長

入
居
者
が
そ
の
よ
う
な
行
為

を
行
っ
た
場
合
は
、
個
別
指
導

や
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
放
っ
て
お

け
な
い
の
で
は
。
町
民
の
相
談

に
耳
を
傾
け
て
、
最
後
ま
で
付

き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

　
　
新
川
町
長

以
前
、
県
の
補
助
で
猫
の
避

妊
手
術
を
し
た
事
実
が
あ
り
ま

す
。
各
自
治
会
も
住
民
生
活
課

に
相
談
し
て
も
ら
い
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答問答

補助の対象
生後 6 か月以上の築上町内において飼育している猫及
び所有者のいない猫
飼い猫

1 年度中 1 世帯につき 2 頭まで（注：首輪を着用して
いるものに限る）
所有者の判明しない猫

1 年度中 1 世帯につき 5 頭まで（注：再手術防止のた
め耳先カット手術を行う必要あり）
補助金額
避妊手術
メス 1 頭につき 12,000 円
去勢手術
オス 1 頭につき   7,500 円
注： 手術費用が上記金額を下回った場合は、当該手術

に要した実費の額とします。
申請に必要なもの

・申請書
・写真台帳（申請する猫のカラー写真を貼付）
・給餌等活動状況調書及び誓約書
・町税の滞納がないことの証明書
※補助金は毎年度、予算の範囲内で交付しています。

令和 3 年度の申請受付は終了しましたが、来年度も
実施する予定です。

担当課　築上町役場  住民生活課　環境衛生係

築上町猫の避妊・去勢手術補助金について

吉
原
　
秀
樹
議
員

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
お
け
る
猫
・

ハ
ト
の
糞
尿
等
被
害
へ

の
対
策
に
つ
い
て
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以
前
、
臼
田
の
私
の
家
の

上
を
ほ
と
ん
ど
飛
ば
な
か
っ
た

飛
行
機
が
、
今
は
毎
日
の
よ
う

に
飛
ん
で
い
る
。
時
に
は
す
ご

い
轟
音
で
、
今
に
も
落
ち
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
音
が
す
る
。
飛
行
ル
ー
ト
は

変
更
さ
れ
た
の
か
。

　
　

元
島
総
務
課
長

飛
行
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
へ
の
公
開
が
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
変
更
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
分
か
り
か
ね
ま
す
。

　

防
衛
省
は
、
築
城
基
地
に

問答問

関
す
る
令
和
４
年
度
概
算
要
求

の
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
航
空

機
を
駐
機
場
以
外
の
場
所
に
分

散
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
分
散
パ
ッ
ド
の
整
備
に
約
10

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

中
国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
・

ア
メ
リ
カ
な
ど
が
進
め
て
い
る

音
の
速
さ
の
何
倍
も
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
を
受
け
た
時
、
こ
の
分

散
パ
ッ
ド
で
築
上
町
民
の
安
全

を
守
れ
る
か
。

　
　

新
川
町
長

外
交
努
力
を
国
が
や
っ
て

も
ら
う
と
。
そ
れ
が
私
は
必
要

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
。
有

事
を
起
こ
す
よ
う
な
構
え
は
、

私
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
の
２
０
２
１
年
度
補
正

予
算
案
に
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
２
弾
と
し
て
、
１
兆
８
１
３

４
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
築
上
町
民
も
払
っ
た
税
金

を
１
兆
８
千
億
円
も
使
う
こ
の

答問

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
方
法

は
。

　
　

武
道
住
民
生
活
課
長

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予

約
申
込
み
し
た
方
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
そ
れ
を
利
用
し
て
、
買
物

に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
国
か
ら

付
与
さ
れ
る
消
費
の
活
性
化
策

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
６
億
台
の
顔
認

証
機
能
つ
き
監
視
カ
メ
ラ
で
、

14
億
人
の
国
民
を
１
秒
で
探
し

出
す
監
視
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
、
国
民
の
情
報
は
常
に
国
に

監
視
さ
れ
て
い
る
。

改
正
国
家
戦
略
特
区
法
は
、

同
意
を
取
る
こ
と
で
事
務
手
続

に
支
障
が
出
る
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
本
人
の
許
可
な
く
政
府
や

地
方
自
治
体
が
個
人
デ
ー
タ
を

第
三
者
に
提
供
で
き
る
か
。

　
　

元
島
総
務
課
長

省
令
で
定
め
る
デ
ー
タ
の
管

理
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
業

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
閣
総

答問答

理
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
た

者
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
各
市
町
村
等
に
提
供

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

よ
う
に
は
聞
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
は
、
移
転
す

る
図
書
館
と
は
別
に
考
え
る
。

子
ど
も
の
充
実
し
た
図
書
館
を

造
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。

　
　

新
川
町
長

子
ど
も
図
書
館
と
い
う
形
で

充
実
し
た
も
の
を
造
っ
て
い
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
が
寂
れ
て
い
る
が
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

新
川
町
長

築
城
も
椎
田
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
造
り
、
南
北
が
自
由
に

往
来
で
き
る
よ
う
な
跨
線
橋
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
意
欲
あ

る
人
た
ち
が
本
町
に
来
て
、
起

問答問答

業
し
て
い
た
だ
く
。
町
内
の
若

者
が
起
業
を
思
い
立
ち
な
が
ら

商
売
を
し
て
い
く
。
ち
ゃ
ん
と

役
場
と
し
て
は
シ
ナ
リ
オ
を

作
っ
て
、
現
在
、
駅
周
辺
を
整

備
し
て
い
る
の
は
舞
台
づ
く
り

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
府
の
２
０
２
１
年
自
殺

対
策
白
書
で
、
働
く
女
性
の
自

殺
が
３
割
増
と
さ
れ
て
い
る
。

築
上
町
で
も
全
く
な
い
と
は
言

え
な
い
と
思
う
が
。

　
　
𠮷
川
子
育
て
・
健
康
支
援
課
長

管
内
で
の
自
殺
者
数
は
令
和

元
年
か
ら
２
年
に
か
け
て
増
加

し
て
お
り
、
男
性
の
高
齢
者
が

多
く
を
占
め
て
い
る
よ
う
で

す
。当

町
で
は
、
令
和
２
年
３
月

に
築
上
町
自
殺
対
策
計
画
を
作

成
し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
多
く

の
職
員
参
加
の
受
講
に
つ
い
て

周
知
し
、
全
庁
で
の
自
殺
予
防

対
策
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

問答

池
亀
　
豊
議
員

築
城
基
地
所
属
の
戦
闘

機
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

学
校
と
図
書
館
に
つ
い

て

働
く
女
性
に
つ
い
て

築
上
町
の
活
性
化
に
つ

い
て



9

一
般
質
問

　
　

新
川
町
長

具
体
的
に
、
こ
う
す
る
ぞ
と

い
う
の
は
な
い
し
、
花
火
を
打

ち
上
げ
る
よ
う
な
政
策
は
あ
り

ま
せ
ん
。
着
実
に
総
合
計
画
を

実
行
し
て
い
き
、
縮
充
さ
れ
た

町
を
求
め
な
が
ら
実
行
し
て
い

き
た
い
。

あ
る
程
度
レ
ー
ル
に
乗
せ
て

い
る
以
上
、
レ
ー
ル
に
外
れ
な

い
よ
う
な
形
で
行
政
を
運
営
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

答

制
に
し
、
財
政
を
再
建
し
て
き

ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
下
水
道
の

普
及
・
老
朽
化
し
た
教
育
施
設

の
築
城
中
学
校
・
八
津
田
小

学
校
の
建
て
替
え
。
椎
田
中
学

校
・
椎
田
小
学
校
も
老
朽
化
し
、

教
育
委
員
会
が
積
極
的
に
新
し

い
学
び
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
で
、
火
葬
場
・

築
城
と
椎
田
を
結
ぶ
道
路
、
そ

し
て
庁
舎
も
合
併
の
お
か
げ
で

完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
他
多
く

の
課
題
が
多
々
あ
る
が
、
計
画

的
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
だ
け
が
目
立

ち
、
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な

い
。
30
年
・
40
年
先
を
見
据
え

た
政
治
を
し
て
ほ
し
い
。「
次

は
こ
う
す
る
ぞ
」「
皆
つ
い
て

こ
い
」
と
い
う
意
気
込
み
は
あ

る
か
。

尻
す
ぼ
み
で
衰
退
す
る
よ

り
、
何
か
突
き
抜
け
た
政
策
を

語
っ
て
ほ
し
い
が
。

問

　

来
期
も
出
馬
す
る
と
宣
言

し
た
が
、
今
ま
で
の
公
約
は
達

成
で
き
た
の
か
。

　
　

新
川
町
長

総
合
計
画
が
公
約
で
実
行
し

て
き
ま
し
た
。
人
口
を
２
万
人

に
設
定
し
ま
し
た
が
、
１
万
７

６
０
０
人
で
随
分
減
り
ま
し

た
。
合
併
時
は
非
常
に
厳
し
い

財
政
事
情
で
し
た
が
、
３
年
間

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
や
職
員
数

も
２
５
０
人
か
ら
２
０
０
人
体

問答

　

地
域
振
興
券
は
、
消
費
者

側
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
助
か

る
。
問
題
は
、
地
場
商
工
者
が

潤
っ
た
か
を
検
証
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
が
。

　
　

鍛
治
産
業
課
長

大
型
店
舗
で
の
換
金
額
が
約

８
割
程
度
を
占
め
、
昨
年
行
い

ま
し
た
生
活
支
援
商
品
券
に
つ

い
て
も
同
様
の
換
金
割
合
で

す
。

　

地
域
振
興
券
は
、
地
域
の

商
工
業
者
も
潤
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
元
業
者
も
利
用
す

る
よ
う
消
費
者
に
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
す
る
べ
き
だ
が
、
今
後
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　

新
川
町
長

地
域
振
興
券
は
、
町
内
を
潤

す
た
め
に
と
い
う
目
的
で
発
券

し
ま
し
た
。
経
済
が
う
ま
く
回

ら
な
い
状
況
も
あ
る
と
思
う

が
、
対
策
会
議
を
し
な
が
ら
、

今
後
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問答問答

　

地
域
振
興
券
１
万
円
分
を

全
町
民
に
配
布
し
た
が
、
１
回

目
と
２
回
目
の
効
果
は
検
証
し

た
の
か
。

　
　

新
川
町
長

多
く
買
物
を
さ
れ
た
店
、
少

額
の
店
と
差
は
ご
ざ
い
ま
す
。

全
て
が
本
町
に
お
金
が
落
と
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
な
り

小
な
り
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

小
売
店
を
一
軒
一
軒
の
検

証
は
し
て
い
な
い
が
、
効
果
は

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問答

▲アグリパークで遊ぶ子供たち

地
域
振
興
券
の
も
た
ら

す
効
果
は

工
藤
　
久
司
議
員

現
任
期
の
成
果
と
来
期
に

向
け
て
の
政
策
を
問
う
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議会報告会調査特別委員会 議
員
の
広
聴
活
動
を
活
発
に
し「
住
民
の
意
見
の
集
約
」と
い
う
議
会
の
重
要
な
役
割
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
、そ
の
第
一
歩
と
し
て
、築
上
町
職
員
の「
生
の
声
」を
聞
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
対
話

型
の
研
修
会
」を
12
月
13
日
に
議
会
報
告
会
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

職
員
の
皆
さ
ん
の
町
や
議
会
に
対
す
る
率
直
な
思
い
や
考
え
を
聞
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
長　
　

工
藤　

久
司　
　

委
員　
　
　
　
　

𠮷
原　

秀
樹

副
委
員
長　

池
永　
　

巖　
　

委
員　
　
　
　
　

宗　
　

晶
子

委
員　
　
　

北
代　
　

恵　
　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

武
道　

修
司

「議員と職員のカタリ場」と題してグループ
に分かれ、対話形式で職員のみなさんと語
り合いました。

議会の役割についても全員で
再確認しました。

「もっとこうしたい」「こうすればいいの
に」等のさまざまな声が行き交い、同じ
テーブルで向き合って対話をすることが
できました。

まずは自己紹介をしながら「町や議会に対
して思うこと」のテーマで意見を出し合い
ました。

こ
の
「
対
話
型
」
研
修

会
を
通
し
て
委
員
の
ホ

ス
ト
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

ま
た
、
い
た
だ
い
た
声

を
今
後
議
会
で
ど
う
活

か
す
か
に
つ
い
て
、
こ

れ
か
ら
委
員
会
の
中
で

議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、

住
民
の
皆
様
へ
の
広
聴

活
動
に
も
繋
げ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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　議会基地対策特別委員会では、航空自衛隊築城基地の存在に関して、町民皆様方の安全
安心な生活を守るための努力を重ねています。今回は、新型コロナウィルス感染症の影響
により委員全員での要望行動をとりやめ、令和２年11月26日、27日に委員長と副委員長で
防衛省へ要望行動を実施しました。

議会基地対策特別委員会委員長　　
� 信田　博見

基地対策特別委員会報告

築城基地所属Ｆ－２戦闘機の部品落下について

　令和３年 10 月 10 日に発生した上記の件に
ついて基地司令に抗議の申し入れをおこない
ました。また 12 月議会においては防衛大臣
および九州防衛局長に対しての抗議決議を提
案し、全会一致で可決しました。抗議決議の
内容は以下のとおりです。

基地対策特別委員会　
　委員長　信田　博見

　令和３年10月10日（日）12時50分頃、対領空侵犯措置の任務中に築城基地第８
航空団所属のＦ－２戦闘機の部品（キャノピー重さ約90㎏・緊急用はしご重さ
約480ｇ）が、福岡県朝倉市東部の山間部の上空で落下したのに加え、垂直尾翼
の一部を損傷するという前代未聞の事案が発生した。一歩間違えれば地域住民を
巻き込むなど大惨事を引き起こしかねない重大な事故として地域住民に多大な
不安と恐怖を与えている。
　最近では、平成30年11月にＦ－２戦闘機２機が空中接触、平成31年２月に山口
県沖でＦ－２戦闘機が墜落、令和元年９月にＦ－２戦闘機が築城基地へ着陸時、
脚が下りていない状態で、機体の一部が滑走路に接触するという事案が発生して
いる。このように事故が頻繁に発生することは、地域住民の安心安全な生活を脅
かすものであり、断じて許されるものではない。よって、築上町議会は町民の生
命、財産、安全を守る立場から築城基地に対し、厳重に抗議する。また基地内全
ての戦闘機等について整備不良がないか徹底調査をし、再発防止策を講じ築上町
議会に速やかに報告することを強く要望する。
　以上決議する。

築城基地所属Ｆ－２戦闘機の部品落下事故に対する抗議決議
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▲議会報編集風景 ▲議会事務局執務室風景

国道10号線と主要地方道椎田勝山線の
４車線化の整備実現を求める決議について

　12月議会で国土交通大臣および福岡県知事
宛の上記決議を提案し、全会一致で可決しま
した。決議内容は以下のとおりです

提出者　塩田　文男
賛同者　江本　　守
　賛同者　北代　　恵

　北九州市（小倉）は江戸時代から九州の喉元といわれ、交通要衝の地であり五

つの街道が放射線状に出ていました。その一つ、中津街道は豊前の国を南北に貫

き、昭和８年に国道３号となり戦後、国道10号線へと改称され、現在の国道に移

管されました。京築北九州東部地域は、約100年近く国道が２車線のままです。

　国道10号線については、大分県、宮崎県、鹿児島県を縦断して東九州地域の産

業、経済、文化交流を基幹軸とする道路です。

　平成27年に東九州自動車道が開通し、交通渋滞が緩和されると思われました

が、他に基幹軸となる幹線道路がないため国道10号線への交通量が集中し、慢性

的な交通渋滞を引き起こし、周辺道路に多大な影響を与えているのが現状です。

　特に築上町では、他基幹道路（主要地方道椎田勝山線）が国道10号線に合流す

る地点であるため頻繁に交通渋滞が発生しております。この渋滞を解消するた

め、行橋市内から大分県中津市入り口までの国道10号線と主要地方道椎田勝山線

の４車線化について早期整備を強く要望します。

　以上決議する。

国道10号線と主要地方道椎田勝山線の
４車線化の整備実現を求める決議

（国道10号線と椎田勝山線との合流地点）
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次の定例会は３月開会予定です

議　　　案　　　名
𠮷
原
　
秀
樹

江
本
　
　
守

池
永
　
　
巖

鞘
野
　
希
昭

工
藤
　
久
司

北
代
　
　
恵

宗
　
　
晶
子

丸
山
　

弘

信
田
　
博
見

田
原
　
宗
憲

塩
田
　
文
男

池
亀
　
　
豊

田
村
　
兼
光

武
道
　
修
司

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

令和３年 第４回 築上町議会定例会議案審議結果
「○」…賛成、「●」…反対、「欠」…欠席、「退」…退席、「議長」…議長職のため表決に参加しない

人権擁護委員の推薦について 人事案件（田原　砂江　氏） 議
長13 0

適
任

築上町公平委員会委員の選任について 人事案件（久保　博惠　氏） 議
長13 0

同
意

令和３年度築上町一般会計補正予算（第９号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

物品売買契約の締結について（築上町立八津田小学
校備品購入その１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

物品売買契約の締結について（築上町立八津田小学
校備品購入その２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

令和３年度築上町一般会計補正予算（第８号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○議長12 1

可
決

令和３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第
１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

築上町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

築上町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

築上町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

町道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0
可
決

2022年度教育条件整備陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0
採
択

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書
（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

築城基地所属Ｆ－２戦闘機の部品落下事故に対する
抗議決議（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

国道10号線と主要地方道椎田勝山線の４車線化の整
備実現を求める決議（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長13 0

可
決

12月１日　採決分

12月13日　採決分
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令
和
に
な
り
４
年
目
の
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。
町
長
選
が
１
月
末
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
・
住

民
・
地
域
主
催
の
諸
々
の
行
事
も
縮
小
、

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が
続
い
て
い

ま
す
。
規
制
の
解
除
・
緩
和
の
矢
先
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
発
症
・
第
六
波
の
心
配
、

長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
住
民
生

活
の
変
化
、
気
持
ち
の
動
揺
・
委
縮
が
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
必
ず
や
医
療
の

力
・
自
身
の
心
が
け
・
国
家
対
策
で
こ
の

難
関
を
乗
り
切
れ
る
日
は
遠
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
12
月
議
会
終
了
後
、
議
会
報
告

会
調
査
特
別
委
員
会
で
は
２
年
前
に
実
施

予
定
で
あ
っ
た
議
会
報
告
会
を
職
員
10

名
・
議
員
６
名
で
実
施
出
来
ま
し
た
。
議

会
・
町
政
等
に
関
す
る
職
員
の
声
を
聞
き
、

今
後
の
議
会
活
動
・
町
行
政
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
行
こ
う
と
い
う
主
旨
で
す
。
今
後
は

こ
の
活
動
を
自
治
会
長
会
・
町
民
等
に
広

く
呼
び
掛
け
報
告
会
実
施
の
方
向
で
検
討

中
で
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

池
永　

巖

築上町には
（公　立）椎田そらいろ保育園・築城保育所
（私　立）福間保育園・山びこ保育園・八津田保育園・光耀保育園
　　　　　東築城保育園・第一青蓮保育園・第二青蓮保育園
（幼稚園）椎田めぐみ幼稚園
　があります。

椎田めぐみ幼稚園
　椎田めぐみ幼稚園は昭和44年に創立されました。
　「根を養えば樹は自ずから育つ」をモットーに、幼児期は人間形成の「根っこ」＝土台・基
礎が出来る大事な時期です。お母さんの無償の愛に包まれ、お父さんや家族の暖かい愛情に
支えられ、幼稚園で大好きな先生と一緒に、いろいろな体験をし、お友達と楽しく学ぶ。その
積み重ねが「根っこ」となって大きく育っていくのです。
　心身を鍛え“瞳の輝く子ども”を育てます。そのためには、①丈夫な身体づくり②取り組
む意欲とがんばる力を養う③人の話を聞く姿勢を習慣づける。園生活では、幼稚園教育要領
（健康・人間関係・環境・言葉・表現）５領域を踏まえて、いろいろな教材、体験を経て、“生
き抜く力”を育みます。椎田めぐみ幼稚園の子ども達は難しいことも最後までやりとげて、
充実感と達成感をもち、生きる意欲で瞳が輝いています。


